
「共同経営・統合新病院に係る基本計画（案）」に係る市民説明会での意見及び回答一覧

№ 御意見等概要 回答 反映区分

1

立地場所に関して、県営スケート場一帯の場合、車を持っている人には有利

だが車を持っていない人には不利である。仮に青い森セントラルパークに新

病院が建設された場合、青い森鉄道の新駅が建設予定で、最寄り駅がそこに

なるので、電車で通勤、通院とかできるので非常に便利になる。

一方で、市営バスが県営スケート場まで走っているものの、運転手不足を理

由に市営バスが大幅に減便されるとの報道もあり、新病院が完成する時には

市営バス自体がなくなる可能性も否定できないと思っている。

県営スケート場一帯の近くには高速道路もあり、県内全域からのアクセスも

考慮したといっているが、自動車社会の本県を反映した格好となり、車がな

いと通院できない要因となってしまったと思う。青い森セントラルパークに

新病院を建設すれば、駅の目の前なので通院にも便利になると思うが、それ

に関して市長の回答を求める。

整備候補地の選定の中で、セントラルパーク案とスケート場一帯案の2つに絞り

込まれていき、その中からどちらかにしていくということになりました。

そのような中で、セントラルパーク及びスケート場周辺にすることのメリット・

デメリットをそれぞれ洗い出し、それらのデメリットをどうやったら解決・解消

できるかについて事前にシミュレーションをしました。

その結果、必要な条件として、県の方から高速道路の出口から近いところがいい

という話があり、セントラルパークではどうしようもできないため、スケート場

にした場合の様々なシミュレーションをする中で、セントラルパークに駅ができ

た場合、最寄りの駅がセントラルパークの駅ということになるので、新病院とを

何らかの形で交通アクセスを確保しなくてはいけないということで、市営バスな

どでの対応のほか、駅と病院をつなぐ連絡バスのようなもので対応していかない

と恐らく不便だということは県にも伝え、今後協議を進めていくことになってお

り、車のない方でも電車や連絡バスを使って病院まで通うことができることで、

デメリットは克服できるというふうに判断したものです。

その他

2

新病院が建設される県営スケート場一帯には幾つかの病院が存在しており、

県営スケート場の裏には、医療法人芙蓉会が運営する村上病院やその辺の徒

歩圏内には青森保健生活協同組合が運営するあおもり協立病院、協立クリ

ニックがある。これらは県立中央病院や市民病院と同様、総合病院となって

おり、村上病院とあおもり協立病院は入院機能も有している。

市民病院や県立中央病院に行けば高度な医療が受けられるため、高度な医療

が受けられない周辺の病院とのパイの奪い合いになりかねないと思うが、こ

れに関してどのようなお気持ちか回答を求める。

　他の民間病院とのパイの取り合いになるのではないかという点について、市民

病院は二次救急、県立中央病院は三次救急を担っており、最も緊急度が高いのが

三次救急であり、県病は本当に緊急な患者さんを受け入れています。

市民病院は、その次の段階の二次救急の段階の患者さんを受け入れる病院であ

り、民間の病院は一部、二次の受入れをしているところもありますが、大半がそ

れ以外のあまり緊急度を要しない、そういう患者さんを受け入れる病院であるた

め、パイの取り合いにはならずに、上手くすみ分けができるものと考えており、

民間病院を圧迫するようなことにはならないという判断をしている。

その他
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3

先日の新聞報道を見ると、県立中央病院も市民病院も赤字を抱えており、そ

のような中で整備に係る大規模なお金をつぎ込もうとしている。この赤字に

ついて、今日の説明ではなにも説明がなかった。統合することで約200億円

の効果があるという話はあったが、最後はお金の話になるので、その辺につ

いてお聞きしたい。

人口減少が進み、患者が以前に比べ減ってきているというのが大きな課題です。

そういうこともあり、今回統合をすることで2つの病院を維持するより、統合を

することによってかなり合理化できる部分が出てくるということであり、重複し

ている部分に係る経費が抑えることができる可能性があるほか、建物も一つにな

ることで、維持費も抑えることができると思っています。

このほか、経営改善というのは喫緊の課題として取り組まなくてはいけない状況

であり、市議会からの意見等も踏まえ、統合の建設の話とは全く別問題として取

り組んでいきたいと思っています。

一方で、民間病院も7割が赤字と言われている時代にあって、公立病院というの

はなくすわけにはいかないので、しっかり機能を果たしていくためには、経営改

善と合理化を同時に進めながら、市民、県民のための病院を確保・維持していく

必要はあると考えています。

病院の運営に当たっては、医師等を確保しなければならず、非常に人件費の高い

ものです。医師等を確保して、診療報酬という形でいただきながら運営している

ものの、診療報酬も国の改定があり、そういった背景もあり、赤字が大きく膨ら

んでいる状況です。

二つの病院が一つになることによって、事務方だけでなく、シフトで回している

医師の数についてもある意味合理化できるというふうなことになるので、二つが

分かれて運営するよりも一つになって運営したほうがコストも安くなり、その分

赤字も圧縮できるという判断のもと、いろいろ説明をさせていただいているとこ

ろであります。

その他
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4

県病は第三次救急で市民病院は第二次救急というふうになっているが、具体

的にはどのように役割分担をするのか。先生によって、二次救急、三次救急

とかを棲み分けするのだろうか。

現在、市民病院と県立中央病院は、地域の民間の医療機関から紹介状をいただい

て、その患者を受け入れているが、どちらかというと市民病院でできることと県

立中央病院でできることに違いがあまりないというふうなものが結構あります。

したがって、一般の医療機関の方で対応できないようなケースに関しては、新病

院に御紹介いただくというふうなことになろうかと考えられます。その中で、病

院の医師のスタッフの中でそれぞれの専門があるので、その中で適切な医療を提

供することを想定しており、医療の体制としては広範な範囲を一つの病院で診る

ことができるというふうなことが可能になるのではないかと考えています。

その他

5

事業費の抑制のところで、MRIなどの高額医療機器の台数の削減というふう

にあった。現在は、市民病院と県病と二つの病院で検査をすることができる

が、統合すると一つの病院で検査をすることになる。今でも検査待ちの患者

さんがいる中で、統合して台数が少なくなることによって検査待ちが増える

のではないか。

MRIの台数に関わらず、CTなどの検査機器の台数についても、一般的に一つだけ

で運営するよりも、予備でもう一台あった方が良いとか、そういったリスクを考

慮して余剰の体制を組むことについて、両病院が統合することで、そういった部

分に関して効率的にできていくのではないかと考えています。

あわせて、朝の渋滞、患者さんの集中は、両病院とも、午前中、朝一番でいらっ

しゃる患者さんが多いので、こういった患者さんに対してきちんと予約、検査の

時間を割り振りさせていただき、患者さんが待たなくても済むようにできないか

検討しているところです。

その他

6

この記事では、県や市は今後、場合によっては自治体の貯金に当たる財政調

整基金の取崩しといった対応が求められる可能性もあり、両自治体の財政負

担が懸念されるというふうにあり、この財政調整基金を取崩しすることに

よって、どういったデメリットがあるのか教えてほしい。また、その財政負

担が増えることによってかつての夕張市みたいな感じに青森市がなることは

ないのか。

今現在、赤字の状況になっているというのは、先ほど述べた内容と同じで、診療

報酬の改定を受けていることもあり、今後の診療報酬改定において、大きな改善

をまずはお願いしたいということで、国の方には要望しているところです。

加えて、その結果、統合するときに、新しい企業団に移行する場合の時にですけ

れども、それぞれの持っている病院会計の負債について、県・市の本体の方の会

計でその辺りの負債分をどう担保していくかというふうなこと、これはまだ決

まっていないため、今後その中身についてさまざまな有利な制度の活用なども含

めて検討していくというふうなことになっているところです。

その他
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7

サンドームを移転することについて、その費用も県と打合せをして、県にも

負担していただくということであるが、その費用もどのように負担割合を決

めるのか。その方のお金も先ほどの費用負担の方には入っていなかったと思

うが、そこのところはどうなのか。

サンドームはまだまだ使える施設であり、今すぐに移転する必要はないと思って

いるので、民間でよくあるところの立ち退き補償と同等程度の補償をしてほしい

ということは県に申し上げており、市の負担は最小限で済むはずです。

ただ、サンドームは約100メートル掛ける50メートルの広さを有しているもの

の、それだと狭いという声もあるので、場合によってはこれを契機に少し広さを

拡張する可能性もあり、そこには新たな費用が発生する可能性はあり、その辺も

財政状況を見ながら最低限に食いとめられるように気をつけていきたいと思って

います。

その他

8

整備候補地について、これまでの各種検討会議では3案で進んできたが昨年7

月に県側から浜田案が出され、そこから恐らく2か月程度の議論で市長と理事

との合意の会見になった。非常に腑に落ちないところがある。

　当初、浜田中央公園を使うことを想定していたようだが、現在の基本計画

案では使わなくなり、敷地面積もだいふ狭くなったほか、騒音、振動、日照

など近接している市民にとっては生活環境が変わってしまうことを懸念して

いる。地域住民のアンケートにも目を通しているとのことだが、このまま進

めていくのが本当に市民、県民のためになるのか、市長の中できちんと腹落

ちしているのか、県から何かやっぱり気を使っているのか、忖度しているの

か。市長の中に青い森セントラルパークの方がいいなという思い、どこかに

ないのか、お答えいただきたい。

昨年7月にスケート場案が出てきたときは、私もかなり無理があるというのをマ

スコミにもお話をしてあります。

最初の印象はそうであったため、徹底的にメリット・デメリットを洗い出して、

そのデメリットの部分を県に対して質問・意見という形で投げかけをしていき、

それに対して県の方では一つ一つきちんと回答をしてくれました。

そして、仮に新たな駅ができた場合の病院とのアクセスなどについても相談を

し、それであれば、連絡バスみたいなものを出してみようかとか、そういう話に

もなり、こちらが疑問・指摘として投げかけたものについて、県の方で一つ一つ

丁寧に答えてくれました。

そして最後、決め手になったのは、やはり高速道路の出口から近いという、これ

だけは県の方は確保したいという話であったことを踏まえ、それであれば私とし

てはその時点ではセントラルパーク、スケート場のどちらでも同じぐらい候補地

としてはふさわしい場所だと思うに至っていたので、高速道路から近い方で決め

るしかないということで、私としては判断をするに至ったということです。

したがって、中には拙速だという御意見を頂戴することも多いものの、拙速とい

うよりは迅速に決めることができたというのが私の印象です。

その他

4 / 7 ページ



№ 御意見等概要 回答 反映区分

9

病院の建設が恐らく待ったがない状況で、どんどんと延びている状況だと思

う。ただ、一つやはり最後にお話をしたいのは、市民、県民の命を守ること

は非常に大切だと思う。ただ、私たち近隣住民は、生活環境が大きく変わ

る。市民、県民のために私たちの生活は犠牲になっていいのか。決してそう

ではないと思っているので、決め方を含めて、ちょっと腹落ちしないところ

はあるが、仮にこの整備候補地案で進むのであれば、近隣住民含めて、今の

住民説明会のような形ではなくて、近隣住民を近接、隣接する近隣住民を対

象とした話し合い含めて、これは前回の住民説明会でもお話したが、ぜひ

やっていただきたい。

住民説明会の中で賛成の方もいるし、反対の方も当然いる。反対の方の中で

も、やはり立ち退きがかかるような計画の方と、我々みたいに本当にヘリ

ポートに接している家庭、あと、ちょっと離れている人たち、同じ町会の中

でもちょっと離れている人たちって、やっぱり思うこと、違うと思う。なの

で計画の中におそらくヘリポートが建つので、病院の窓とかは騒音とか防音

とかやると書いてあった。

私たちの家はどうなるのか。病院より近い、多分。ヘリポート近接してい

る。距離変わらないか、ほぼ一緒。じゃあ、私たちの騒音問題どうしてくれ

るのかという話も、やはり細かい話聞きたいし、話をしてもらいたいし、も

うちょっと寄り添ってもらいたい。それが想いであるので、市だけでは判断

できないかもしれないが、県の方も含めて、そこはぜひ近隣住民を対象とし

た説明会じゃないだろうけれども、そういったお話し合いができるように進

めていただければなと思う。

整備候補地の経緯等については、別紙のとおりになります。

統合新病院の整備に当たっては、地域住民の理解を得ながら進めていくことは重

要であり、地域との話し合いの機会は、繰り返し、建設までの間、長期にわたっ

て実施していく必要があるものと考えています。

文書修正等
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10

当初進んでいる中で、第3回の有識者会議だと思うが、有識者の中から「建替

えの話、40年後、50年後、またこういう話が出ますよね」と、建替えの話が

出ていた。私、前回の住民説明会議のときに、「そういうのってどう考えて

いるんですか」と言ったら、県の局長が「40年先、50年先も人口減少もある

し、今の医療体制がどうなっているかちょっと分からないので、それはその

時です」みたいな話をされた。

ただ、有識者会議、第3回有識者会議の中で、建替えの話はやはり切っても切

り離せないので、そこもしっかり入れて議論するべきだというところが議事

に載っていました。今どうですか、この計画の案に建替えする場所ありませ

ん。有識者会議の話、何も入っていない、反映されていないと思っている。

結局7回も8回も有識者会議やって、学識ある先生たちがいろいろ考えてお話

ししていると思うが、何も反映されてない基本計画なのではないかというふ

うに言わざるを得ない。

統合新病院については、いずれまたどこかの時点で建替えしなければならないと

いうことは認識しており、適切な時期に周辺環境などを踏まえて検討することに

なるものと考えています。

50年先の人口や医療環境、医療政策など、地域を取り巻く環境によって設置場所

を検討することになります。

その他

11

やはりこの浜田地区の場所というのはやっぱり相応しくないんじゃないかな

というのが自分の中である。これまで既存の建物がない場所で建てていくと

いうことで、青い森セントラルパーク含め3案あったが、既存の建物がないと

ころで建てることでずっと進んできて、そのうち基本的事項は見直しになっ

て、「できる限り」という文言が入って、建物を壊してもそこに家をつくる

んだという計画の中で浜田が出てきて、すぐ浜田に決まったというところ

の、経緯、決まり方が少しどうなのかなと思っているので、建物を壊して病

院を建ててもいいんであれば、もっとほかにいい場所あるのではないかなと

いうふうに考えている。

例えば、県立図書館、県社会教育センター、あの交差点、少し狭いかもしれ

ないが、ちょっと西側に田んぼがある。あそこの民有地、少し買えば現状の

この基本計画（案）の整備地より十分広いのではないかなというふうに考え

る。

整備候補地の経緯等については、別紙のとおりになります。

なお、民有地については、青森市の検討会議において、まとまった敷地面積を確

保するため、農地の取得などが検討されていたところですが、ほ場整備した農地

の転用制限などがあり、また、そもそも私有地であって、多数で広範囲な地権者

の合意が必要になりますので、取得までかなりの期間を要することが指摘されて

いたところです。

また、青森市においては、まちづくりの観点から、都市機能誘導区域や生活拠点

区域に病院など高次な都市機能の集積を図ることとしており、そうした考え方を

踏まえて整備場所の検討が進められてきたところです。

県としても、民有地の可能性について検討したところですが、

○病院建設に必要な面積を考慮した場合、地権者が多く、相続などの可能性もあ

り、取得までの確実な期間を算出することは困難であること

○県立中央病院や青森市民病院の耐用年数や老朽化を踏まえると、診療機能に影

響するおそれがあり、早期の対応が必要なこと

○青森中央インターチェンジ南側の民有地については、洪水浸水想定区域となっ

ているほか、青森市におけるまちづくりの考え方に配慮する必要があること

などを総合的に勘案して、民有地を整備候補地とすることは現実的ではないと判

断したものです。

その他
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12

市長の高速道路の話をすれば、現状の浜田から近い県立中央高校はかなり敷

地が広い。県の学校を壊して病院建てればいいのではないのか。サンドーム

を壊す必要ない。スケート場はどこに持っていくのか。スケート場の話、一

切出てこない。宮下知事、どこかでスケート場辞めようと思っているのでは

ないのか。市の建物は、サンドームの建物はセントラルパークに移しましょ

う、県営スケート場の話、一切出てこない。どうなっているのか。その辺き

ちんと担保した方がいいのではないのかというところもあるので、市のサン

ドームだけが犠牲になる必要はないなというふうに思っており、それで建物

を壊してもいいということであれば、県有施設を解体をして、そこに病院建

設、そこも考えてもいいのではないのかなというふうに思っている。

整備候補地の経緯等については、別紙のとおりになります。

なお、県営スケート場については、令和８年に開催される「青の煌めきあおもり

国スポ」の競技会場（ハンドボール・スポーツクライミング）となっているた

め、現時点では、大会終了後に解体工事を発注・契約し、令和１０年３月までに

解体工事を終える予定としています。具体的なスケジュール及び事業費について

は、来年度に実施予定の解体設計において検討していきます。

また、サンドームについては、青い森セントラルパーク地区に移転整備すること

を基本とすること、代替施設が完成・移転後に解体工事に着手することとしてい

ます。

新施設の整備については、令和７年度に、新たなサンドームに必要な機能や規

模、スケジュールについて検討を進めていくこととしており、今後、県や関係団

体等と連携するとともに、統合新病院の整備にかかる検討状況も見極めながら準

備を進め、来年度中にはお示ししたいと考えています。

その他
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